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１． はじめに 

  根室管内小中学校校長会は、これまでの取組を 

生かし、年に一度根室管内小中学校校長研究大会 

を開催している。 

  本年度からは、道小・道中の研究課題等を踏ま 

えて作成した新しい３か年研究計画に基づき、４ 

分科会を構成して研究を推進している。 

   研究大会では各分科会の研究主題や研究の視点 

等に沿って作成した一人一レポートを持ち寄り、 

協議を行った。 

 

２． 研究計画 

（１）根室管内小中学校長研究大会の開催 

  ① 開催日  平成２９年８月２２日（火） 

  ② 会 場  中標津トーヨーグランドホテル 

  ③ 研究主題 

    「根室の風土を生かし、 

心豊かにたくましく生きる力をはぐくむ社会に開かれた学校教育の創造」 

  ④ 研究主題設定の理由 

    学校教育においては、教育基本法や学校教育法が目指す普遍的な教育の根幹を踏まえ、

グローバル化の進展や人工知能の飛躍的な進化など、社会の加速度的な変化を受け止め、

将来の予測が難しい社会の中でも、伝統や文化に立脚した広い視野をもち、未来を作り

出していくために必要な資質・能力を子ども一人一人にはぐくむ必要がある。 

    平成２８年８月に「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」が取りま

とめられた。その中では、子どもたちが社会において自立的に生きるために必要な「生

きる力」の理念を具体化する重要性を述べ、次期学習指導要領おいて「生きる力」を①

生きて働く「知識・技能」の習得②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現

力等」の育成③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵

養の３つの柱に沿って具体化し、教育課程の枠組みを再整理するとしている。また、「よ

りよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」という目標を学校と社会が共有し、連携

協力しながら、新しい時代に求められる資質・能力を子どもたちにはぐくむ「社会に開

かれた教育課程」の実現の大切さについても述べている。 

これらを踏まえ、我々校長は、確固たる教育理念や将来へのビジョンをもち、これら

の実現に向けてリーダーシップを強く発揮しなければならない。教職員の意識改革を図

り、その資質の向上に努めるとともに、社会に開かれた信頼される学校づくりを推進す

る責務がある。 
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    そのために、根室管内小中学校校長会は国・道の動向や根室管内教育推進の重点も踏

まえ、教育改革の推進と学習指導要領に基づいた学校教育の充実を図るため、これまで

の本研究会の成果を生かし、３か年継続研究の研究主題を「根室の風土を生かし、心豊

かにたくましく生きる力をはぐくむ社会に開かれた学校教育の創造」とし、４つの分科

会の研究主題と具体的な視点を設定する。 

（２）全道、全国研究大会への参加  
① 道小研究大会宗谷・稚内大会(平成２９年９月８日～９日) 
② 全連小研究大会佐賀大会(平成２９年１０月１２日～１３日) 

（３）全連小研究大会函館大会発表に向けてのプロジェクト 

 

３． 研究の概要、研究活動など 

（１）平成２９年度根室管内小中学校長研究大会分科会の研究内容 

  ① 第一分科会（教育課程に関する内容） 

○ 研究主題「創意工夫を生かした特色ある教育課程の編成・実施」 

○ 研究の視点「知・徳・体の調和のとれた特色ある教育課程の編成・実施」 

・児童・生徒の発達段階に応じた学習活動の展開と学習習慣の確立 

・特別な支援を要する児童・生徒への学習指導の工夫・改善と充実 

  ② 第二分科会（学校経営に関する内容） 

○ 研究主題「学校の教育力を向上させる研修等の推進」 

○ 研究の視点「教職員としての豊かな人間性や指導力の充実」 

・教職員の専門性とキャリア教育の視点に立った進路指導の充実 

・キャリアステージを意識した展望や、学校経営への参画意識を持たせる研修等の 

推進 

  ③ 第三分科会（健全育成に関する内容） 

○ 研究主題「豊かな心と健やかな身体を育む教育の充実」 

○ 研究の視点「豊かな心と健やかな身体を育む指導の充実」 

・自己肯定感や自己有用感を育てる生徒指導の充実 

・豊かな心と命を大切にする教育の充実 

  ④ 第四分科会（家庭・地域との連携に関する内容） 

○ 研究主題「家庭や地域と連携した学校経営」 

○ 研究の視点「家庭・地域等との連携と異校種間接続の推進」 

・家庭・地域等と連携し、特色ある教育活動を展開する学校づくりの推進 

・成長の連続性を生かした異校種間接続の推進 

 （２）全連小函館大会第十三分科会「連携・接続」に向けてのプロジェクト 

    本年度の根室管内小中学校長研究大会第四分科会において、全連小函館大会第十三分

科会の研究課題・研究視点をもとにレポートを作成し、協議を行った。今後、プロジェ

クトを中心に検討し、そこで得た情報等も発表に生かしたい。 

 

４．おわりに 

  本年度は道小、道中の研究課題等を踏まえた３カ年研究の初年度であった。課題解決にむ

けた校長の指導性、役割等が分科会協議の中で究明され、それを各校に持ち帰り実践、実証

を行い、各市町で研究討議を行う。それをまた、管内全体で交流、研究討議を行うというサ

イクルをつくることで、実効ある研究となるよう努めたい。 

 


